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緒　　　　　言
日本全国に分布する不均翅亜目トンボ科アカネ属の一種
のノシメトンボ Sympetrum infuscatum（Selys）（トンボ目：
トンボ科）は，幼虫期に水田を生活場所としており，水田
耕作の水管理に適応した生活史をもっている（新井，1996）．
秋に水田に産下された本種の卵は耐乾性をもち，春の水田
への水入れによって休眠打破されて一斉に孵化し（渡辺,
1996），幼虫の齢構成は均一になるのが一般的であるとい
う．羽化も斉一性が高く，ひとつの地域個体群における成
虫は同調的に成熟する傾向が強いとWatanabe and Taguchi
（1988）は述べた．羽化は 7月上旬の水田の水落とし直前
で，羽化成虫は直ちに水田から周辺の里山林に生じた
ギャップへ移動し，「前生殖期」とよばれる性的に未熟な
期間を過ごしている（Watanabe et al., 2005）．この期間，雌
雄は同所的に過ごしているが，繁殖活動はみられず，採餌
活動に専念するという（Watanabe et al., 2004）．
生殖器官や筋肉が発達し，「生殖期」となったノシメト
ンボの成虫は，冷温帯の平地では 8月中旬ごろから繁殖活
動を開始する（Watanabe et al., 2005）．午前中の水田では，
雌雄が連結態となって産卵を行う姿を多くみることができ
る（杉村ら，1999）．しかし，産卵時間帯であっても，雌
の個体数は水田よりも林内ギャップの方が多く，卵を成熟
させるため，採餌活動を行っているとWatanabe et al.（2004）
は報告した．本種の生殖期の長さは 30日程度であり，雌
はその大部分を林内ギャップで過ごし，産卵を行うときの
み水田を短時間訪れているのである（Susa and Watanabe,
2007）．
水田一帯における飛翔習性の観察から，これまで，ノシ
メトンボは，活動中は休まずに飛翔し続ける「Flyer」とみ
なされてきたが，林内ギャップにおいて，ノシメトンボの
雌雄は木の枝先や草の茎先などに静止することが多く，
「Percher」とよばれる生活様式をもっていることを Wata-
nabe et al.（2004）は明らかにした．Percherの採餌行動は
「待ち伏せ型」であり，静止場所近くを飛翔して通過しよ
うとする小昆虫に飛びかかって捕獲している（Worthington
et al., 2005）．このような採餌行動を示すトンボ目成虫の採
餌飛翔の頻度についての研究は多くの種について行われて
おり（たとえば，Shelly, 1982; May, 1984; Baird and May,
1997），採餌飛翔の頻度は日周変化し，性別や生活場所の
日本応用動物昆虫学会誌（応動昆）
第 53巻　第 4号： 165–171（2009）
http://odokon.org/
里山林内のギャップで生活するノシメトンボ Sympetrum infuscatum（Selys）
（トンボ目：トンボ科）の採餌活動
岩 洋樹 *・須田　大祐・渡辺　守
筑波大学大学院生命環境科学研究科
Foraging Activity of Sympetrum infuscatum (Selys) Adults Living in Satoyama Forest Gaps (Odonata: Libellulidae).
Hiroki IWASAKI,* Daisuke SUDA and Mamoru WATANABE Graduate School of Life and Environmental Sciences, Uni-
versity of Tsukuba; Tennodai, Tsukuba, Ibaraki 305–8572, Japan. Jpn. J. Appl. Entomol. Zool. 53: 165–171 (2009)
Abstract: Adult Sympetrum infuscatum (Selys) live in the forest gaps throughout their life except when visiting rice
paddy fields for oviposition. They prey on small flying insects in the forest gaps, using sit-and-wait tactics. They perch
on the tips of branches or grass all day and take off when a small flying insect comes into sight. In the present study, the
foraging behavior of S. infuscatum in the forest gaps was observed. The perching height was high in the morning and
evening and low around noon. The diurnal change in the perching height corresponded to the abundance of flying small
insects. The mean daily frequency of foraging flights was 251 for females and 182 for males, and the mean actual num-
ber of insects captured was 109 and 89, respectively. A total of 2,935,300 small flying insects were preyed on by S. in-
fuscatum adults during one day in the Satomaya forest gaps.
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温度環境などによって異なることが明らかになってきた．
しかし，成虫が実際に捕獲した小昆虫の数や量に焦点を当
てた研究は，東（1973）を除いてほとんど行われていない．
肉食性昆虫であるトンボ目の成虫において，採餌は重要
な活動である（Corbet, 1962）．幼虫期に摂取した栄養分が，
卵や精子の生産に重要な役割をもつチョウ目（Boggs, 1986;
Tammaru et al., 1996）やハエ目（Bennettova and Fraenkel,
1981; Xue and Ali, 1994），カゲロウ目（Peckarsky et al.,
1993）などに対し，羽化直後のトンボ目成虫は体内に脂質
をほとんどもっておらず（Plaistow and Siva-Jothy, 1999），
比較的長い前生殖期の間に，生殖器官を発達させねばなら
ないからである．この間の採餌によって得た栄養は，飛翔
筋（Marden, 1989）や外骨格（Neville, 1983）の発達にも用
いられ，性的に成熟した後は，卵成熟などの繁殖活動に用
いられている（Anholt et al., 1991）．したがって，トンボ目
においては，幼虫時代も成虫時代も活発に捕食し，栄養を
摂取せねばならないといえよう．
トンボ目成虫は，ふつう，自らよりも小さなハエ目やハ
チ目，コウチュウ目など，幅広い種類の飛翔性小昆虫を捕
食していると Sukhacheva（1996）は報告した．生息場所に
おける餌の豊富さは，トンボ目成虫の採餌飛翔の頻度に大
きな影響を及ぼすことが知られている（Corbet, 1962）．た
とえば，Pachidiplax longipennis Burmeister（トンボ目：ト
ンボ科）の採餌飛翔の頻度は，生息場所の小昆虫の飛翔個
体数と同調的に増減していたと Baird and May（1997）は
述べた．
本研究は，水田と里山林の両方を利用する生活史をもつ
ノシメトンボについて，林内ギャップにおける微小生息地
選択と採餌活動から，生活史戦略を明らかにすることを目
的としている．そこで，林内ギャップのノシメトンボの静
止場所において，生殖期の個体の採餌飛翔の頻度ととも
に，静止場所の周囲を飛翔する小昆虫の豊富さや重量を調
べた．
本文に入るに先立ち，野外調査にご協力いただくととも
に，本研究に対して有益な助言を与えていただいた田口正
男博士，味村泰代氏，東　敬義氏，渡辺玲子氏，諏佐晃
一氏に厚く御礼申し上げる．なお，本研究の一部は文部科
学省科学研究費補助金（基盤研究（C），21570015，渡辺
守）の支援を受けた．
材料および方法
本調査は，2007年2008年の晩夏から初秋にかけて，長
野県北安曇郡白馬村神城地区の里山林（スギ人工林と雑木
林）において行った．この時期のノシメトンボの成虫は，
すべて生殖期の個体で，標高 8001,100 mの里山林内に生
じたギャップ内で，木の枝先や草の茎先などで静止して
いる（ Susa and Watanabe, 2007）．本研究では，標高
8181,067 mで見出されたギャップのうち，林道上に存在
する典型的な 38個のギャップを調査地に選んだ．2007年
8月 15日9月 1日の間，晴天で微風時の 6:0018:00に，
各ギャップにおいて，目視によって発見したすべてのノシ
メトンボの雌雄について，静止場所の直下の地表面からの
高さを調べた．静止場所の高さは，あらかじめ樹高計を用
いて測定しておいたギャップ周囲の木本の高さを基準に推
定した．この調査における雌雄の判別は，静止場所までの
距離が 5 m以内の場合，目視によって行い，それ以上離れ
た場所に静止していた個体については，双眼鏡を用いて
行った．なお，発見時に飛翔していた個体については，枝
先などに静止するまで観察を続けたが，静止場所の地表面
からの高さの記録は行っていない．
標高 950 mに位置する林内ギャップにおいて，雌雄が示
した採餌飛翔を，2人一組で記録した．採餌成功の有無は，
飛翔後，目視あるいは双眼鏡を用いて，静止した個体の大
あごを観察し，その動きから判断した．本種における採餌
飛翔は，飛翔して上空を通過しようとする小昆虫に向かっ
てほぼ一直線に飛翔し，捕獲成功の有無にかかわらず空中
で反転し，すみやかに元の静止場所に戻ってくるという 8
の字型の飛翔経路をもつ．飛翔速度は速く，飛翔開始から
再び元の静止場所へ戻るまでの時間は 5秒に満たないのが
ふつうである．観察は 2008 年 8 月 24 日9 月 3 日の
6:0018:00の晴天で微風時に行い，15分以上継続して観
察できた個体のデータのみ解析に用いた．なお，観察者は
ノシメトンボの飛翔行動に影響を与えないよう，静止場所
から水平に 5 m程度の距離は常に保つようにした．
2008年 8月 2021日と 9月 12日に，標高 880 mに位
置する林内ギャップの中央で，6:0018:00の間，2時間ご
とに高さ別の小昆虫の量を調べた．林内ギャップの中央部
に長さ 450 cmの主柱を地表面に対して垂直に立て，高さ
50 cm，150 cm，250 cm，350 cm，450 cmの位置に，長さ
100 cmの角材を左右の長さが等しくなるように固定した．
主柱のそれぞれの高さに固定した角材の両側の先端から 3
cm内側に，粘着剤（株式会社エス・ディー・エス バイオ
テック，金竜スプレー）を両面に塗布した茶色い画用紙
（10 cm25 cm）を糸で吊り下げた．どの画用紙も，回収し
た後はラップに包み，室内に持ち帰った．野外から持ち
帰った画用紙は実体顕微鏡下で観察し，付着していた飛翔
性小昆虫の目を同定し，個体数と体長（精度 1 mm）を記
録した．
粘着トラップによって捕獲した飛翔性小昆虫の体長と重
量の関係を明らかにするため，2007年 8月 31日の 14:00
に，標高 855 mと 966 m，1,067 mに位置するギャップにお
いて，約 1.5 mの高さを捕虫網（直径 36 cm）でそれぞれ
20回ずつスウィーピングを行い，小昆虫を捕獲した．捕獲
した小昆虫は，すべてビニール袋に入れて室内に持ち帰り，
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すみやかに冷凍庫に入れた．これらは，2007年 9月 12日
に 80°Cで 6時間乾燥させた後，目を同定してから体長を
測定し（精度 0.01 mm），乾燥重量（METTLER, AE 240，
精度 0.01 mg）を測定した．
結　　　　　果
林内ギャップにおけるノシメトンボの静止位置の地上高
は，6:0008:00で雌 3.9 m，雄 4.5 mであったが，20 mを
超える高さに静止している個体もいた（Fig. 1）．平均高に
雌雄間で有意な差はなく，朝，どちらの個体も林内ギャッ
プにおいて高い場所に静止していたといえる．しかし，
8:0010:00では雌 1.7 m，雄 1.7 mと，6:008:00に比べて
有意に減少し（Dunnet T3検定，雌： F36.19，p0.001，
雄： F24.25，p0.001），10 mを超える高さに静止してい
る個体はいなかった．この傾向は 14:00まで続き，昼の雌
雄は低い場所で生活していたようである．ただし，主な静
止場所は上方へ突き出た草本の茎先であり，地表面に静止
している個体は観察されなかった．その後，14:00を過ぎ
ると静止場所の高さは再び上昇し（Dunnet T3検定，
12:0014:00 と 14:0016:00 の比較，雌： F4.80，
p0.001，雄： F622.23，p0.01），20 m以上の高さに静
止している個体も発見されるようになった．16:0018:00
は雌 5.1 m雄 4.5 mと，14:0016:00に比べて有意に高く
なっている（Dunnet T3検定，雌： F58.71，p0.001，
雄： F18.46，p0.001）．この高さは，6:008:00の高さ
と有意な差が認められない（Dunnet T3検定，雌： F3.37，
p0.664，雄： F0.00，p1.000）．したがって，林内
ギャップにおけるノシメトンボの静止場所の地表面からの
高さは，朝に高く，日中に低く，夕方に再び高くなるとい
え，夜間は高い場所で過ごしていると考えられた．
観察したノシメトンボの雌雄は，朝，太陽光に対して腹
部背面をすべて曝していた．これは，トンボ目が日光浴を
行うための典型的な姿勢である．一方，昼に，直射光の当
たる場所に静止していた雌雄は，腹部末端を太陽に向ける
「オベリスク」とよばれる姿勢をしばしば示した．その後，
太陽が西側の山に隠れ，夕暮になると，腹部を垂れ，休止
姿勢を示す個体もみられるようになった．
ノシメトンボの 1 時間あたりの採餌飛翔の回数は，
6:008:00で雌 9.4回，雄 3.0回と，すべての時間帯の中で
最も少なかった（Fig. 2）．その後，採餌飛翔の回数は増加
し，12:0014:00に最も多く，雌 33.9回，雄 32.7回となっ
た．雌雄ともに 6:008:00に比べて有意に増加しており
（Dunnet T3検定，雌： F15.19，p0.05，雄： F67.36，
p0.05），本種の採餌活性は，正午過ぎに最も高くなって
いたといえよう．その後，時刻が進むにつれて採餌飛翔回
数は減少し，16:0018:00では雌 13.3回，雄 7.8回となり，
12:0014:00と比べて有意に少なくなった（Dunnet T3検
定，雌： F17.00，p0.05，雄： F12.25，p0.05）．し
たがって，林内ギャップにおける本種の採餌活動は，早朝
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Fig. 1. Diurnal changes in the perching height in the forest gaps
(m, SE). Numerals beside each symbol show the number of
individuals observed. Perching height of both sexes were
changed throughout the day (Kruskal-Wallis test，Female:
c2192.36, p0.001, Male: c257.57, p0.001). There was
no significant difference between sexes in each period 
(Mann-Whitney U-test, 06:00–08:00: U3695.50, p
0.242, 08:00–10:00: U15190.50, p0.758, 10:00–12:00:
U9360.00, p0.610, 12:00–14:00: U18088.00, p0.389,
14:00–16:00: U14949.00, p0.548, 16:00–18:00: U
8262.50, p0.238).
Fig. 2. Diurnal changes in the number of foraging flights per hour
for S. infuscatum in forest gaps (m, SE). The numbers above
each symbol show the number of insects observed. The num-
ber of foraging flights per hour for females changed through-
out the day (Kruskal-Wallis test, Female: c215.15, p0.010,
Male: c29.82, p0.081). There was no significant difference
between the sexes in each period (Mann-Whitney U-test,
06:00–08:00: U3.00, p0.209, 08:00–10:00: U33.00,
p0.887, 10:00–12:00: U11.00, p0.923, 12:00–14:00:
U5.50, p0.533, 14:00–16:00: U4.00, p0.198,
16:00–18:00: U11.00, p0.054).
と夕方に不活発で，正午過ぎに最も活発になるという一山
型の日周変化をもつといえた．
雌の採餌飛翔の回数は有意ではないものの，いずれの時
間帯においても雄より多い傾向があった（Fig. 2）．各時間
帯における 1時間あたりの平均採餌飛翔回数を合計し，ノ
シメトンボの日あたり採餌飛翔回数を求めると，雌で 250.5
回，雄で 182.1回と計算された．この結果は，雌の採餌努
力が雄よりも多かったことを示唆している．一方，1日を
通した捕獲成功率は，雌が 43.3%（成功： 58回，失敗：
76回），雄が 49.0%（成功： 25回，失敗： 26回）であり，
雌雄間に有意差はなかった（c20.49，p0.483）．日あた
り採餌飛翔回数と捕獲成功率から，ノシメトンボの日あた
り捕獲成功回数は雌で 108.5回，雄で 89.3回と推定され
る．
林内ギャップにおいてスウィーピングを行った結果，合
計 94頭（ハエ目： 30頭，ハチ目： 16頭，カメムシ目：
31頭，コウチュウ目： 5頭，アザミウマ目： 5頭，チョウ
目： 7頭）の飛翔性小昆虫を捕獲できた．捕獲した小昆虫
の体長は，ハエ目で 0 . 6 6 1 1 . 1 9 m m，ハチ目で
0.6619.50 mm，カメムシ目で 0.9012.48 mm，コウチュウ
目で 0.901.35 mm，アザミウマ目で 3.579.85 mm，チョ
ウ目で 1.9610.96 mmである．それぞれの目における体長
の 3乗と乾燥重量の間には有意な関係式を得ることができ
た（Table 1）．この関係式を用いて，粘着トラップに付着
した小昆虫の目と体長を指標とし，乾燥重量の推定を行っ
た．
粘着トラップに付着した小昆虫は，ハエ目で 13 mmまで
の体長だった．ハチ目は 11 mmまでだったが，カメムシ目
では 28 mm，コウチュウ目では 29 mm，アザミウマ目
では 8 mm以下であり，体長 5 mm以下の個体が 83.1%と
ほとんどを占めていた．Fig. 3には，各高さにおける飛翔
性小昆虫の捕獲個体数を示した．地表面からの高さ 0.5 m
では，6:008:00の 2時間で画用紙 1枚あたりに付着した
小昆虫は 0.5頭ですべてハエ目であった．捕獲個体数は時
間経過とともに増加し，12:0014:00には多様な昆虫が捕
獲されるようになった．この時間帯では，コウチュウ目の
体長 89 mmのハネカクシの一種が特に多く付着していた．
14:0016:00の捕獲個体数が最も多く，7.5頭となり，その
後再び減少して，16:0018:00では 5頭となった．高さ
0.5 mにおいて，飛翔する小昆虫の数は，朝と夕に少なく
昼に多いという一山型の日周変化を示していたといえる．
高さ 1.5 mの 6:008:00には，高さ 0.5 mよりやや多い
0.8頭で，その後増加して 12:0014:00に 3.8頭と最も多く
なり，16:0018:00には再び 0.5頭と減少した．ここでは午
後になっても捕獲個体数に対するハエ目の割合が半分を下
回ることはなかったが，カメムシ目やアザミウマ目，コウ
チュウ目などもある程度捕獲された．ピークの時間帯は異
なるものの，高さ 0.5 mと同様の傾向がみられたといえる．
高さ 2.5 mや 3.5 mでも同様で，捕獲個体数は早朝に少な
く，昼間に最も多くなり，夕方には再び減少していた．こ
こでもハエ目が常に半数以上を占めており，特に高さ 2.5 m
の 12:0014:00において捕獲個体数が最大となっていた．
一方，高さ 4.5 mについては，1頭1.8頭と少なく，1日
を通じてほぼ一定となっていた．したがって，林内ギャッ
プの小昆虫は，高さ 3.5 mよりも低い空間を主に飛翔し，
朝や夕方に少ないことがわかった．
ノシメトンボは静止場所から 0.52 m上空の小昆虫を主
に捕獲しており，静止場所より下側に向かって採餌飛翔を
行うことはない．ノシメトンボの静止場所の地表面からの
高さは最低でも 1.1 mだったので（Fig. 1），本研究では，
本種はそれ以上の高さを飛翔する小昆虫を捕獲すると仮定
した．Fig. 3では，各時間帯における本種の主たる採餌空
間と予想される高さを薄い網掛けで示している．その結果，
本種の主な採餌空間における飛翔性小昆虫の個体数は，朝
に少なく，昼に多くなるという傾向が認められた．なお，
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Fig. 3. Diurnal changes in the number of small flying insects col-
lected by sticky traps in forest gaps. Circle size indicates the
mean number of flying insects collected per trap. The shaded
area indicates the main foraging space of S. infuscatum as esti-
mated by the perching height in each period (see Fig. 1).
Table 1. Relationships between cubed body lengths (X) and dry
weight (Y) for insect orders
Insect Sample 
Regression equation
order size
Diptera 30 log Y1.370.68 log X r20.86 p0.0001
Hymenoptera 16 log Y1.230.74 log X r20.91 p0.0001
Hemiptera 31 log Y1.260.79 log X r20.90 p0.0001
Thysanoptera 5 log Y1.760.71 log X r20.78 p0.0453
Coleoptera 5 log Y0.810.53 log X r20.79 p0.0448
1.54.5 mの高さで捕獲された飛翔性小昆虫を，個体ごと
に乾燥重量に換算して平均すると，体長 15 mmの昆虫で
0.170.01 mg（SE, n246），体長 510 mmの昆虫で
3.640.93 mg（SE, n27）となっている．
考　　　　　察
朝，ノシメトンボの雌雄は，地表面から高く太陽光の当
たる明るい場所に静止していたので，雌雄が得る輻射熱は
多かったに違いない．朝や夕方といった低温下に日光浴に
よって体温を上昇させる行動は，多くの種で確認されてお
り（たとえば，May, 1976; Michiels and Dhondt, 1989; Mc-
Geoch and Samways, 1991），本種においても，気温の低い朝，
日光浴を行っていた可能性がある．一方，気温の最も高く
なる正午過ぎ，雌雄は地表面からの高さが低く，太陽光の
当たりにくい場所を静止場所としていた．静止場所の周囲
の気温が高いとき，体温が過剰に上昇するのを防ぐため，
トンボ目成虫は直射光を避けるための様々な姿勢や行動を
示すと Corbet（1962）は述べた．たとえば，アキアカネ S.
frequens（Selys）（トンボ目：トンボ科）の成虫は，高温下
では，まずオベリスクを示し（石澤，1996），さらに気温
が高くなると日陰へ移動するという（津吹，1993）．昼の
林内ギャップで生活していたノシメトンボの雌雄は，地表
面に近く，暗い場所に静止することによって，太陽の直射
を避けていたと考えられる．
ノシメトンボの雌雄は，朝，採餌飛翔をあまり示さな
かった．Vogt and Heinrich（1983）は，気温の低いとき，ム
ツアカネ S. danae（Sulzer）（トンボ目：トンボ科）や S. in-
ternum Montgomery（トンボ目：トンボ科）を含む 7種の
Percherが，飛翔可能な最低体温よりもかなり高い体温にな
るまで飛翔を行わないことを見出した．このような習性は
さらに多くの種で経験的に知られており，静止場所からす
ばやく飛び立てるように体温を上昇させていたにちがいな
いと Corbet（1999）は述べている．朝の林内ギャップの空
気は冷たく，飛び立てる体温であっても，飛翔することで
体が冷却されてしまう危険性がある（Watanabe et al., 2005）．
一方，朝の林内ギャップは，本種の餌となる小昆虫の飛翔
数も少なく，捕獲の機会は少なかったかもしれない．
昼，林内ギャップにおいてみられるノシメトンボの採餌
飛翔の頻度は，1日の中で最も多くなっていた．ギャップ
内の気温が早朝に比べて高く，飛翔行動を行うために好適
な体温を維持しやすくなっていたといえる．Baird and May
（1997）は，P. longipennisが，生息場所を飛翔する小昆虫
の最も多くなる時間帯に，最も多くの採餌飛翔を行うこと
を明らかにした．本研究においても，昼の林内ギャップは，
飛翔する小昆虫が最も多くなる時間帯であった．本種の採
餌活動も，餌となる飛翔性小昆虫の豊富さに対応して行わ
れていたと考えられる．
トンボ目における待ち伏せ型の採餌行動において，捕獲
のために飛翔する方向は，静止場所より上方である（東，
1973）．林内ギャップにおいて，10:0016:00の間，小昆虫
の飛翔数が最も多くなる高さ（2.53.5 m）は，ノシメトン
ボが静止場所（高さ 12 m）から採餌飛翔を行い（飛翔距
離 0.52 m），小昆虫の捕獲を行う高さに一致していた．た
だし，本種はまれに飛翔距離が 2 mを超える採餌飛翔を行
うことがある．
Worthington et al.（2005）は，待ち伏せ型の採餌行動を
示す S. vicinum（Hagen）（トンボ目：トンボ科）が，飛翔
して捕獲を試みる獲物の大きさは，0.85 mmの範囲であ
ることを報告した．S. vicinumに比べてやや大型の Libellula
luctuosa（Burmeister）（トンボ目：トンボ科）は，8 mmの
大きさの獲物にも捕獲を試みることがあるものの，その割
合は 25 mmの獲物に捕獲を試みる割合よりも非常に低
かったと Olberg et al.（2005）は述べている．したがって，
採餌を行っている日中に，高さ 1.54.5 mを飛翔する体長
15 mmの小昆虫は，ノシメトンボの餌になりえたに違い
ない．このような小昆虫の乾燥重量は，1頭あたり約
0.17 mgであった．ノシメトンボの雌雄が 1日に捕獲する
小昆虫の数は雌 108.5回，雄 89.3回だったので，1日に捕
獲した小昆虫の積算乾燥重量は，
雌では 0.17108.518.4 mg
雄では 0.17 89.315.2 mg
と計算される．この量は，ノシメトンボの雌雄の体重
（雌： 107.8 mg，雄： 87.9 mg，乾燥重量）のそれぞれ
17.0%と 17.3%に相当していた（岩 ，未発表）．これは
Higashi（1978）が報告したアキアカネの割合（13.914.5%）
よりもやや多い．
Watanabe et al.（2004）は，2001年の本調査地の里山景
観（約 1.5 km2の水田と周囲の林を含む）に存在する林内
ギャップに，ノシメトンボの雌が日あたり約 18,000頭，雄
が日あたり約 11,000頭生息していたことを標識再捕獲法に
よって明らかにした．本調査地の林内ギャップで生活する
すべての雌雄が，1日あたりそれぞれ 108.5頭と 89.3頭の
小昆虫を捕獲しているとすれば，調査地の林内ギャップで
1日にノシメトンボに消費される小昆虫の合計頭数は，
18,000108.511,00089.32,935,300頭
と計算される．この地域一帯における成熟したノシメトン
ボの飛翔期間は約 1カ月だったので（Susa and Watanabe,
2007），ノシメトンボは林内ギャップで莫大な数の小昆虫
を捕食していたといえよう．Shelly（1982）は，樹林性の
percherである Argia difficilis Selys（トンボ目：イトトンボ
科）は，林内でも照度の比較的高い場所を好んで採餌飛翔
を活発に行うと述べた．
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ノシメトンボが採餌を行っているような季節の林内
ギャップには，若木や開花中の草本が多く，それらを利用
とする植食性の昆虫が多いと Richards and Windsor（2007）
は述べた．このことは，ノシメトンボを含む昆虫食の動物
にとって，林内ギャップは豊富な餌の存在する場所といえ
る．また，強い太陽輻射の存在する水田に比べ，林内
ギャップは比較的涼しく，ノシメトンボにとって過ごしや
すい場所であった（Watanabe et al., 2005）．林内ギャップ
はノシメトンボにとって，主たる生活場所であり，そこで
彼らは温度環境や餌分布に対応した微小生息地選択を行い
ながら，活発な採餌活動を行っているといえよう．
摘　　　　　要
ノシメトンボ Sympetrum infuscatum（Selys）の成虫は，
生涯の大部分を水田の周囲の里山林に生じたギャップで過
ごし，産卵を行うときだけ水田を短時間訪れている．林内
ギャップにおいて，彼らは木本の枝先や草本の茎先に静止
しており，視界に入った飛翔性小昆虫に対して飛びかかっ
て捕獲するという「待ち伏せ型」の採餌行動を示す．林内
ギャップにおけるノシメトンボの成虫の採餌活動について
調査を行ったところ，静止場所の高さは，朝夕に高く，昼
に低くなっており，飛翔性小昆虫の豊富さの日周変化と対
応していた．日あたり採餌飛翔回数は雌で 251回，雄で
182回であり，捕獲成功率から実際に捕獲に成功している
小昆虫の頭数を求めると，それぞれ 109頭と 89頭であっ
た．本調査地に設定した里山林に存在するギャップでは，
1日に合計 2,935,300頭の飛翔性小昆虫がノシメトンボに
よって捕食されていると推定された．
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